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 要 旨   
目的： 
過去 20 年間に 2 型糖尿病の有病率は先進国においても発展途上国においても増加の一

途をたどっている。喫煙、飲酒、コーヒー飲用や身体活動不足などの個人習慣が 2 型糖尿

病患者の男女に差があるか否かを検討した。 

方法： 
 本研究は 2007-2008 年間に Belgrade で実施し、新規に 2 型糖尿病と診断された患者を

調査した。2 型糖尿病と新規に診断された 80 人の男性患者と 99 人の女性患者を一次治療

センターへ紹介した。人口統計学および身体特徴、さらに健康関連生活習慣は質問紙を用

いて収集した。統計解析にはカイ二乗検定と t 検定を用いた。 

結果： 
 男性患者のほうがより多く工業や手工業に従事していたが、女性の方がより多く管理

職に従事していた。女性に比べ男性に既婚者が多く(p < 0.05) 、教育歴も長かった (p < 
0.05)。栄養治療と身体活動の参加に男女差はなかった。女性患者は男性に比べコーヒーの

消費が多かったが(p < 0.05)、飲酒習慣は少なかった(p < 0.05)。過去喫煙者は男性に多かっ

た(p < 0.05)。 
結論： 
 生活習慣の一部が 2 型糖尿病発症に関与することを示唆した。 

 




